
 

４． 確かな読みの力を支えるための学習活動の工夫 
 （１） 段落構成をとらえる学習の実施 

ＣＲＴの結果分析から，本校児童は，説明文の形式面を理解する力が弱いことがわ 
かった。これは，今まで内容面の理解に偏った指導を行ってきたためだと思われる。
その反省を生かし，取り組み始めたのが，「リライト教材」を用いた学習である。 
 
ア 「リライト教材」とは何か。 
○ 説明的文章を簡潔に書き直した文章。 
○ 「文章構成が整っていること」「キーワードが明確であること」の２つの条件
を満たした文章。 

○ 児童が読み、書く文章の構成のお手本となる短い教材文。 
    

イ リライト教材使用の目的 
○ 基本的な文章構成（※１）をとらえる力を身につけさせるため。 
○ キーワード（※２）のとらえる力を身につけさせるため。 
※１「基本的な文章構成」とは， 

「はじめ」（文章の記述の対象を紹介する部分） 
「なか」（いくつかの事実を記述する部分。） 
「まとめ」（事実に対する考察を述べる部分） 
「むすび」（意見・主張を述べる部分） 

     ※２「キーワード」とは， 
        １つの意味段落において，話題の中心となる語句のこと。 
 

ウ 本校におけるリライト教材を用いた学習の位置づけ 
    ・ 説明文教材が位置づけられている単元の学習の初めにリライト教材を用いた 

授業を行う。 
    ・ 年度当初（今年度は５月）に「リライト教材を用いた学習強化週間」を設け， 

２年生以上の学年でチャレンジタイム（習熟の時間）を使って集中的に段落構
成等をとらえるスキルを身につける。 

    ・ チャレンジタイムを使ってリライト教材をドリル的に扱った学習を行う。 
 

エ リライト教材を用いた授業の実際 

第５学年国語科学習指導案（略案） 
日 時 平成２０年５月８日(木) ５校時 
児 童 男子４名 女子１３名 計１７名 
授業者 馬場 直幸 

１ 教材名      リライト教材「(雪の利用)」 
２ 本時の指導 

(１) 目標 
   段落ごとのキーワードを抽出し、文章構成をとらえることができる。 
   

(２) 展開 

過程 学習活動と主な発問 予想される児童の反応 指導上の留意点(※) 評価 

 
 
 
 
導 
入 
  
 
 
５ 
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１ 学習課題を確認する。 
 
 
２ 課題解決の見通しを持
つ。 

○｢キーワード｣とは何です
か？ 

 
○｢文章構成｣とは何です
か？ 

○文章構成にはどんなもの
がありましたか？ 

 
 
 
 
 
・段落に書かれてあること
の中心となる言葉・ 

 
・文の組み立て。 
 
・｢はじめ｣「なか」「まと
め」「むすび」 

 
 
 
 
 
※既習事項を振り返り，発表さ

せることによって，用語とそ
の意味の定着を図るととも
に，本時の課題解決に向けて
の見通しを持たせる。 

 
 

 文章を読んでキーワードを抜き出し，文章構成をとらえましょう。 
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開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
35
分 

 
３文章を読む。 
(１)教師の範読を聞く。 
(２)追い読みをする。 
(３)一人読みをする。 
(４)一斉読みをする。 
 
 
４ 難語句の意味を調べる。 
○意味の分からない言葉は
ありませんか？ 

 
 
５ 段落ごとのキーワード
を読み取る。 

○１段落目には，これからこ
の文章を通して，何につい
て説明すると書いてあり
ますか？ 

○２段落目から４段落目ま
でのキーワードを見つけ
て，書きましょう。【書く
活動①】 

 
 
 
 
 
 
○５段落目で筆者が一番伝
えたいことは何ですか？ 

 
 
６ 文章構成を理解する。 
○表に文章構成を書き込み
ましょう。【書く活動②】 

 
 
 
 
○「はじめ」「なか」「まとめ」
「むすび」には，それぞれ
どんな役割があります
か？ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・積極的，貯蔵，むろ，谷

間，必要，ダム，解消、
有効，可能性，努力，協
力，変化 

 
 

・｢雪の積極的な利用｣ 
（第 1 段落のキーワード） 

 
 

・｢大雪むろ作戦｣ 
(第２段落のキーワード) 

・｢雪ダム作戦｣ 
(第 3 段落のキーワード) 

・「可能性」 
(第４段落のキーワード) 

 
 
 

・｢大きな変化｣ 
(第５段落のキーワード) 

 
 

・「はじめ」① 
「なか１」② 
「なか２」③ 
「まとめ」④ 
「むすび」⑤ 

 
・｢はじめ｣…これから書く

内容の紹介。 
・「なか」…事実や説明。 
・「まとめ」…「なか」で
書かれたことの共通点。 

・「むすび」…筆者の考え。 

  
 
※キーワードを見つけながら教

師の範読を聞くように指示す
る。 

※すらすら読むことができるよ
うになることを目標に音読を
させる。 

 
※グループごとに分担しながら

左記の言葉の意味を調べる。 
 
 
 
※第２・３段落は「なか」の部

分にあたり，具体的な説明が
書いてある。よって，この部
分は内容についても詳しく読
み取るようにしたい。 

※第４段落は主語と述語に着目
させ，段落の中の全ての言葉
がかかっている「可能性」が
キーワードであることをおさ
えさせる。 

 主語と述語，段落相互の関
係などを手がかりとしながら
段落ごとのキーワードを正し
く抜き出すことができたか。  

（ﾜｰｸｼｰﾄ，発表） 

※筆者の考えと事実を区別して
読むように意識させる。 

 
 
※既習事項や抜き出したキーワ

ードを活用しながら文章構成
をとらえるようにさせる。 

 抜き出したキーワードをも
とにしながら文章構成を正し
く書くことができたか。 

(ﾜｰｸｼｰﾄ，発表) 

※「はじめ」「なか」などの段落
を表す言葉と，その意味につ
いて振り返ることによって定
着を図りたい。 
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６ 学習のまとめをする。 
○今日は、キーワードを見つ
けるためにどんなことに
気をつけて読みました
か？ 

 
７ まとめの音読をする。 
 

 
・主語と述語 
・段落の役割 
 
 
 

 
※本時の学習で用いた形式面に

おける読み取りの技術を振り
返ることによって，自己の学
びを確かめ，今後の学習に生
かせるようにする。 

 

 

 

 

 



 

（３） 板書計画 
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（４） 使用リライト教材（ワークシート） 
     

 

   オ 学年別リライト教材学習プリント 

      
（２） 読書活動の推進の実際 

ア 読書ボランティアによる読み聞かせ会の実施 
  本校では，基本的に毎週水曜日の朝読書の時間に，地域の読書ボランティア団
体「本だすかい」とＰＴＡのボランティアによる読み聞かせ会を全学年で行ってい
る。本の選定は，児童の発達段階を考慮しながらボランティアの方々にお願いして
いる。読み聞かせ会の最後には，児童が感じたことや考えたことを感想発表という
形で述べる時間を設けている。 

 
イ 図書委員による読み聞かせ会の実施 
  図書委員会では，年間活動計画の中に読み聞かせ会を位置づけ，活動を行って
いる。朝読書には主に低学年の教室で１・２年生を対象に，昼休み時間には図書
室を会場として全校児童を対象に行ってきた。昼休み時間に行う全校を対象とし
た読み聞かせ会では，図書室に入りきれないほどの児童が集まり，真剣なまなざ
しで図書委員による朗読を聞き入っていた。 

 
ウ 必読図書を指定しての読書活動の工夫 

     本校児童の文種別読書状況は，絵本や物語などの文学的文章を好んで読むこと
に偏りが見られる。児童にもっと読書の楽しみを知ってもらいたい，そして，も
っとたくさんの知識を得てもらいたいという願いから，本校では，必読図書を選
定し，読書指導に生かしてしている。必読図書は各学級担任が５～１０冊程度選
定する。なお，必読図書は全て学校図書室にある本の中から選んでいる。 

     
参考 平成２１年度学年別必読図書 

 １年生必読図書   ２年生必読図書 
① 『ねずみくん』シリーズのほん ① 『めっきら もっきら どおんどん』 
② 『ぐりとぐら』シリーズのほん ② 『王さまと九人のきょうだい』 
③ 『ふゆめがっしょうだん』 ③ 『よかったね  ネッドくん』 
④ 『これは のみの ぴこ』 ④ 『かあさんになった あーちゃん』 
⑤ 『おだんごぱん』 ⑤ 『おさるはおさる』 
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類似文評価の問題例については，著作権の
関係でそのまま公開できないものもあります
ので，当日配布の研究紀要でご確認ください。 

 



 

⑥ 『キャベツくん』 ⑥ 『くまの子ウーフ』シリーズから２さつ 
⑦ 『はなを くんくん』 ⑦ 『王さま』のシリーズから２さつ 
⑧ 『だいくとおにろく』 ⑧ アーノルド＝ローベルさんの本５さつ 
⑨ 『どろんこハリー』 ⑨ 『こども伝記ものがたり① ヘレン＝ケラー』 
⑩ 『おじいちゃんのおじいちゃんのおじいちゃんのおじいちゃん』 ⑩ 『世界のわらい話 ２年生』 

 
 ３年生必読図書   ４年生必読図書 
① 『韓国のむかし話』の中から１冊 ① 『つるばら村シリーズ』から１冊 

② 『だまされたトッケビ』の中から１話 ② 『子どものための世界文学の森』から３冊 

③ 『食べ物教室』シリーズから１冊 ③ 『ごみを拾う犬もも子』 
④ 『そだててあそぼう』シリーズから１冊 ④ 『大震災にあった子どもたち ４年生』 
⑤ 『調べてみよう わたしたちの食べ物』シリーズから１冊 ⑤ 『こくごの図鑑』 

 
 ５年生必読図書   ６年生必読図書 
① 『なめとこ山の熊』 ① 『斎藤孝のイッキによめる！名作選６年生』  

② 『よだかの星』 ② 平和と戦争の絵本①『人はなぜ争うの？』 
③ 『紅玉』 ③ おもしろくってやくにたつ子どもの伝記１４『アンネ・フランク』 
④ 『バスケットボールがうまくなる本上』 ④ 学習まんが尐年尐女『日本の歴史①日本の誕生』 

⑤ 『バスケットボールがうまくなる本下』 ⑤ 『銀河鉄道の夜』 
⑥ 『人ってあったかい』 ⑥ 『五体不満足』 
⑦ 『二週間の脱走兵』 ⑦ 世界名作童話全集 26『がんくつ王』 
  ⑧ ファーブルこん虫記１『タマコロガシものがたり』 
  ⑨ 『普代村教育委員会編 第二部 私の戦争体験記』 
  ⑩ 学研まんがでよくわかるシリーズ 36『学生服のひみつ』 

 
（３） 言語事項の定着の実際 

ア 漢字チェックテストの実施 
     確かな読みの力を支えるものの一つとして，文字に関する指導は欠かせないも

のである。本校では，５校時開始前の１５分間にチャレンジタイムという習熟の
時間を設定している。その時間には主に，国語の言語事項に関する学習と算数の
計算練習を行っている。国語の学習では，漢字や文字の学習，リライト教材を用
いた学習等を行っている。そして，その定着の度合いを測る漢字チェックテスト
と計算チェックテストを月末に定期的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生の問題例  

 

５年生の問題例 

 



 

（４） 語彙力向上の実際 

ア ３年生以上の児童における国語辞典の活用 

     本校では，３年生以上の児童全員に一人一冊国語辞典を持たせている。教科を

問わず，難語句を教師が指定して意味を調べさせたり，児童が自主的に意味のわ

からない言葉の意味を調べたりしている。調べた後は，国語辞典の中の調べた言

葉にラインマーカーで印をつけたり，付箋紙をはったりして学習の積み重ねが実

感できるような手立てをとっている。 

 

イ 低学年の児童における国語辞典の活用 

     学習指導要領では，国語辞典を使用しての学習は３学年からとなっている。し

かし，児童がもっと小さい時から，自然な形で国語辞典と出会い，慣れ親しませ

ていくことによって，自ら国語辞典の仕組みに気づいたり，語彙力が広がったり

するのではないかと考えた。よって本校では，低学年の児童にも国語辞典に親し

ませる機会を設けるという実践を行ってきた。具体的には，１・２年生の各教室

に人数分の国語辞典を設置し，朝読書や国語の時間等を使って読書させている。

児童からは「いろいろな言葉の意味が分かって楽しい。」「言葉の他にも，絵や写

真がたくさん載っていておもしろい。」という声が上がっている。 


